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した.12月14日より,GEM による化学療法を開

始した.その後,閉塞性黄痘の併発,消化管出血

を繰り返 し平成 19年 6月9日永眠した.

【考察】本症例は騨頭部の軽度の壁不整がある

単脂性で内部が均一な嚢胞であった.仮性嚢胞と

一旦診断したが,結果的に嚢胞性の浸潤輝癌であ

った.MCC,IPMC,Serouscystadenocarcinoma

等との鑑別が問題であった 肝転移のため非切除

となったが,結果的に原発巣を残したことがその

後の出血につながった
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【背景】腎細胞癌の転移は,軋 肝,軌 皮膚な

どへの血行性転移が多く,輝への転移は比較的稀

である.巽時性月琴転移の3例を経験 したので文献

的考察を加えて報告する.

〔症例 1〕56歳,女性,1979年,右腎癌に対し腎

臓摘出術を施行した.1994年 (初回手術より15

午)cT検査で聯休部,輝尾部に2個の多血性腫

癌を認め,輝体尾部切除術を施行した.2002年よ

り肺転移を認めているが,無治療で著明な増大な

く,肺転移手術後 14年生存中である.

〔症例 2〕40歳,男性 1985年,左腎癌に対し腎

臓摘出術を施行した.2006年 (初回手術より21

午)cT検査で輝頭部,輝休部に多血性腫癌を2

個認め,幽門輸温存輝頭十二指腸切除術を施行し

た.その他,畢時性多発肺転移に対し3回の肺部

分切除,縦隔 リンパ節転移に対しリンパ節部活を

施行した,

〔症例 3〕68歳,男性.2004年,右腎癌に対し腎

臓摘出術を施行した.2007年 1月のCT検査で牌

休部に多血性腺壕を2個認め,同時に発見された

横行結腸癌とあわせ,輝体尾部切除,横行結腸切

除術を施行した.病理診断はいずれも腎癌の済転

移であった.

【結論】腎細胞癌の実時性肺転移は積極的外科

切除により予後の改善が期待できる.
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症例は74歳,男性.主訴は堰吐.土師 肖化管内

視鏡にて十二指腸下行脚に浮腫状の金属性狭窄を

認め,腹部CTでは騨頭部と十二指腸 下行脚の閏

に嚢胞成分を伴う腫癌性病変を認めた.保存的治

療を行うも改善傾向なく,groovepancreatまtis等

を疑い牌頭十二指腸切除術を施行した.病理検査

では悪性所見はなく,副膳管由来の炎症性変似 こ

よる十二指腸狭窄であった.輝実質には炎症の所

見はなくgroovepamcreatitisのpureformと考え

られた.同疾患は十二指腸下行脚,輝頭部,総胆

管に囲まれた領域に限局した輝炎で十二指腸狭窄

や総胆管狭窄を起こすことが多い,術前診断が困
難であるが同領域の魔境についても常に念頭に置
く必要がある疾患である.
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当科では贋癌以外の輝腫癌に対して,積極的に

腹腔鏡下輝切除を行っている.今回,同手術の主

要合併症である出血,聯管損傷,牌液榛を減らす

ための工夫をビデオ供覧 ･紹介する.不要な出血


